
優良事例のご紹介

令和４年度 指定障害福祉サービス事業者等に対する集団指導

札幌市障がい福祉課
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・個々の児童の特性を分析し、療育に必要な

遊び道具を手作りする。

・保護者から徴収する教材費で、個々の特性

にも配慮した玩具を作成していることは、保護

者からも高い評価を受けている。

・児童一人ひとりに目を向けた療育内容を事

業所内で検討し、手作りしていた姿勢が評価

できた。

個々の特性にあった遊び道具を手作り
（児童発達支援、放課後等デイサービス）
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・日常生活に直結する動作を療育に組込むた

めに職員が手作りしていた。

・児童が興味を持つように、カラフルな色合い

で教材を作成し、遊び感覚で取り組むことが

できるよう配慮されていた。

靴ひもを結ぶ練習道具
（児童発達支援、放課後等デイサービス）
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・他害、自傷行為が見受けられる児童に対して、感情を客観的にと

らえる訓練として取り入れていた。

・あらかじめ温度計の絵を用意しておき、今の気持ちを温度計に書

き記す。

・なぜその温度なのか、どうすれば良いのか一緒に考える。

・考えることで気持ちが落ち着いてくる。

・自分の今の気持ちを周りの人に理解してもらえる。

・職員が叱るだけではなく共に考える姿勢を示すことで、療育効果

が見えていた。

気持ちの可視化
（児童発達支援、放課後等デイサービス）

おこる

イライラ

いやなきもち

少しいやなきもち

ふつう
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職員のＮＧワード等を掲示

・NGワード、NG態度を職員室内の見やすい場

所に掲示している。

・普段見える場所へ掲示することで、職員の意

識が維持される。

・保護者にも事業所の姿勢が伝わり、信頼関

係が深まる。
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苦情解決に第三者委員を設置

・相談、苦情を第三者の立場

で客観的に解決する目的。

・町内会の役員、民生委員、

児童委員等が担うことで地

域との交流も深まり、相互理

解につながる。
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欠席時対応加算
（児童発達支援、放課後等デイサービス）

・電話受付用の様式を電話の横に配備し、

受電時に確認漏れがないようにしている。

・単に欠席の受付にならないよう、受付者

が利用中止の理由を聞き取り、家族等と

の連絡調整、その他の相談援助をするこ

とができる様式となっており、加算の算定

要件を満たすようにしている。
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利用者に防災グッズをリュックに入れて貸与
（共同生活援助）

・アルファ米、水、簡易トイレ、除菌シート、防寒

用シート、軍手、ゴミ袋、懐中電灯、レジャーシー

ト、マスク、歯ブラシ等、必要なものをリュックに

入れて、利用者へ貸与する。

・利用者は「被災時はこれさえ持って行けば何と

かなる」という、平時における安心感を持つこと

ができる。

8



研修「避難リュックを作ろう」に利用者と職員が
共に受講する（共同生活援助）

・事業所で 「避難リュックを作ろう」という研修を

企画して、利用者と職員が一緒に受講し、利用

者と職員が協働して防災に取り組む。

・防災の意識の高まりとともに、利用者と職員の

信頼関係構築にも結び付く。
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事業所出入口に避難グッズ、ヘルメットを置いておく
（児童発達支援、放課後等デイサービス）

・日頃から防災への意識を植え付

けることができる。

・児童が普段から目にしておくことで、

防災を身近にとらえる効果がある。

・被災時、パニックの状況であっても、

これだけは持って行けば良いと思

考が回ることが期待できる。

10



被災に備えての町内会等との連携
（児童発達支援、放課後等デイサービス）

・地震、火災、水害等、災害に応じて避難場所を定め、町内会や近隣住民へ児

童が避難すること、避難する経路を事前に連絡している。

・地域住民においても、被災時、児童が避難する可能性があることを把握して

いることで、児童の円滑な避難が期待できる。
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